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流入管
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流入管

ﾏﾝﾎｰﾙ可撓継手

※シャフト径、羽根枚数等は流入量と落差から算出し決定する。
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内副管（硫化水素発生抑制、飛散防止タイプ）
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副管設置工構造図

図示

柏崎市上下水道局 建設課
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※A1版は100％縮尺

※A3版は 50％縮尺

MH壁面に合わせて管端を加工処理 MH壁面に合わせて管端を加工処理

外副管（Ｌタイプ）

※3 副管管口はインバートを原則とし、イン

　　バートができない場合は建設課と協議す

　　ること。

※4 上記に定められていない事項については

　　下水道施設計画・設計指針と解説(日本下

　　水道協会)及び農業集落排水施設設計指針

　　(地域環境資源センター)に準ずる。
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【標準型】内副管（2号マンホール以上）
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　　協議の上、構造を決定すること。

※2 内副管以外の型を用いる場合は建設課と
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管

内
副

管
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手

内
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管
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手

省
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ﾟｰ
ｽ型

直
管

省
ｽﾍ

ﾟｰ
ｽ型

省
ｽﾍ

ﾟｰ
ｽ型

17
0

【標準型】内副管（省スペース型）
（１号マンホール用）

※1 副管は内副管を標準とする。１号マン

　　ホールの場合は省スペース型を用いる。


